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1957～1960 年 に わ た り静 岡県 の農山漁村18 地区 の9，600

名を対 象にし て寄生 蠕虫 の精密調査をお こなっ た．

本報告の第1 報で は地区 の概要，屎 尿処理 の状況 ，調 査

成 績の概要などを のべ た．第2 報で は総陽性 率30 ．6％

の蛆虫と51．8　％を 示す 鞭虫につい て，地区 別，年 令性別 ，

農耕別の疫学的記述を おこなっ た．第3 報で は同 様に し

て18．7　％の鉤虫，　1．7％の毛 様線虫，0，2％の糞 線虫に

つ いて報告した．本報で は吸虫類にっ いてのべ る，今 回

の調査では3 種類の吸虫を検出し，そのおのおのの総 寄

生率は， 横川吸虫17 名（0．2％），有 害 異 形 吸 虫80 名

（0．8％），肝吸虫2 名（0．02％）で あっ た．本県 ではそ

の他， 日本住血吸虫，肺吸虫の存在も知られているが，

今回 の調査にはそれらの流行地区は含まれていない．そ

れらについ ての詳細は県衛生部発行 の「静岡県の地方病（1964）

」を参照されたい．

横川吸虫の寄生状況

横川吸虫 の地 域的分布は，特 異条件に よる作為抽 出の

場合 と，無 条件 の一 般寄生虫 検査に よる無作為抽 出の場

合で その寄生率がい ちじ るし く異な ることは既に知 られ

て卜 るところであ る．今回 の調 査はす なわち後者 の無作

為抽出に よるところであ り，　9，600名中17 名（0 ．18％）

の総 陽性率は，他府県 と比較 してほy 中 庸であ り（ 伊藤，1963），

また本県 の年 代的 比較で，県 衛 生 課（1935） の0．04％，　Ritchie

d α（1956） の1．2％ などと大きな差

は認めら れ ない ．また今 回の調査による17 名の陽性者

の県 内分布を第1 表に示したが県 内に均等に散在して特

別の傾向は認められず，第2 表による年 令別分布を見て

乱 弱年層に低率である以外は特記すべき特徴もな卜 ．

本吸虫は人獣共通の寄生虫であ り，その分布や密度を
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第1 表　静岡県の18 地区における人体寄生吸虫類

の寄生状況（1957～1960年調査）

地区

番号

1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12

13
14
15　　1
16
17
18

検査
人数

281
265

722
385
691
476
539
826

616
296

517
436

355
752
052
264
450

横 川 吸 虫

陽性数（％ ）

1　（0．36）

1　（0．14）

3　（0．43）

1

1

0 12
16

1　（0．23）

7　（0．67）

677　　2　（0．30）

異 形 吸 虫

陽性数（％）

80　（20．78）

肝　吸　虫
陽性駮（％）

1 （0 ．10）

1 （0 ．15）

計　　9，600　17 （0 ．18）　80 （0 ，83）　2　（0．02）
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第2 表　静岡県の18 地区における吸虫類寄生率と

年令との関係（1957～1960年）

年令
区分

O～910

～1920
～2930
～3940
～4950
～5960
～6970
～7980
～

検査
人数

1，953

1，817

1，174

1，339

1，073

976

764

415

89

横 川 吸 虫
陽 性数（％）

0

2

1

4

1

4

4

1

0

（0
（0
（0
（0
（0
（0
（0

11 ）09

）30

）09

）41

）52

）m

計　9，600　17　（0．18）

異 形 吸 虫
陽性数（％ ）

7

19

10

12

10

6

10

5

1

（0．36）
1

0

0

0

0

1

80

肝　吸　虫

陽性数（％）

05）
85 ）
90 ）
93 ）
62）　131

）　1

（0

（0

20 ）12

）

10 ）13

）

（0．83）　2　（0．02）
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住民だけでなく，他動物について も調査する ことは疫学

的見地から も重要である．伊藤ら（1959） はすでに県 下

の各地からの 野犬を剖見し，横川吸虫 の寄生は192 頭中45

頭（23．3％） の高率であ り，地域別に み る と県 東部15

％ ，県中部32　％，県西部30 ％ で あ るこ とを報告し

た． また伊藤ら（1959）は県下各地のカワ ニナS 回仏 功－

白申 函z μ＆ 治 朋 約34，000 ケを採集し，横川吸虫 セル

カ リアの寄生率が平均0 ．6％であ り，とくに瀬戸川流 域6．2％，

菊川流域3 ．8％などに高率であることを報告し

た．　1965～1966 年にわ た っ て筆者らはさらに第2 中 間

宿主 としてのア ユPlecoglossus　沢山velis を各河川毎 に

各月毎に検索し，6 月から10 月にわた り564 匹 の ア ユ

のうち339 匹（60．2％）が横川吸虫メタセルカリアを も

ち， アユ1 匹平均 の・4タ セルカリア数は約20 ケに及 ぶ

ことを明らかにした ．さらに アユ以外の10 数種 に お よ

ぶ淡水魚にもかな り高率に横川吸虫タタセルカリアの寄

生するこ とを明らかにしたが，それらについては第5 報

に詳述の予定である．以上の所見にみる ように，本県 は

横川吸虫の蔓延条件は充 分にそろっ てお り，その予防 に

は常に注意しなければならない．

本県 におげ る横川吸虫の人体寄生例として比較的 高率

な報告が2 つある．1 つは横川ら（1962） が，今回 の調

査と同一のAMS Ⅲ 法によっ て県中部の菊川流域の住民253

名を調査し，38 名（15．0％ ）に横川吸虫 をみいだ し

た．氏らは同地方の淡水魚をしらべて ウダイ Tribひlodonhakonensis

に80 ％の同ノタセルカリ アの寄生を認め ，

住民の感染はウ グイの生食によるものと推定してい る・

も う1 つは望月ら（1966） が1964 年 にAMS Ⅲ 法に よ

っ て都市在住の公務員 ，警察官 ，会社員などを調査した

ものである．説明の都合で ，その中から2 つ の表を再 掲

して参考に した．第3 表では，公務員 （静岡市）　39．1％，

第3 表　静岡県におけ る市街地居住俸給生活者の横

川吸虫寄生状況（ 望月ら，　1966）

（1964 年，　AMS Ⅲ 法による調査）

調 査 対

公　　 務　　 員
警　　 察　　 官
警　　 察　　 官
警　　 察　　 官
電 力 会 社 員
銀　　 行　　 員
食品缶詰会社員
印　刷　局　員

象

（ 静岡市）
（ 浜松市）
（ 沼津 市）
（ 清水市）
（ 静岡市）

（ 静岡市）
（ 清水市）
（ 静岡市）

調 査 人 数 陽 性 者 数 比 率（ ％ ）
㎜㎜ ¬

220
175

158145

240
344
266
244

86
18
17
24
31
50
12
H

39．1

10．6

10．7

16．5

12．9

14．5

5．34

．5
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警察官（浜松，沼津，清水市）　13．9％，電力会 社員（静

岡市）　12．9％，銀行員（静岡市）　14．5％，食品 缶詰会社

員（清水市）　5．3％，印刷局員4 ．5％な どのよ うに 一般

に 比較する とかな り高率であっ た．またそ の中 の某集団

を職階別にみる と（第4 表 ），職階 の高い も の ほ ど寄生

第4 表　第3 表による某集団478 名の職階別に

よる横川吸虫寄生状況（望月ら，　1966）

職階区分

㎜＝－・・
最上幹部
次 幹 部
中堅幹部
幹　　 部
一般職員

計

㎜ ㎜〃 J 皿 W－ 　 －

検 査 人 数　　 陽 性 者 数

7

14

21

84

352

478

一 一 一 一 － 一 一 － ・ 一 一 一 一 一 一

5
8
7

19
20

59

比率（ ％）
＝ a ・ 皿 － － ＝ 〃 ＝ ＝ ＝ － － － ＝

71．5

57．1

33．3

22．6

5
．6

‥ －一一一一13．9

率が 高く，はなはだ興味のある所見であっ た．望月 らは

さらに第3 表に お け る保卵者 の中から任 意に76 名に対

して質問書で，淡水魚と汽水魚 の摂 食状況を しらべ ，回

収された57 名 の解答を分折してい る．そ れに よると，横

川 吸虫の感染を もたらすよ うな調理法，すな わちあ らい，

刺身 ，酢醤油加工 などの不完全な生 食料理が 意外に多 い

ことを明らかに した．静岡県 では これら の魚類はい ずれ

も豊産物であり，同時 にノタセルカ リアの寄生 率 も高い．

横川 ら（1962） の菊川流域住民 の場合 はウ グイの生食

と思われる地 方病的土 着性のも ので， このよ うな地域的

局所 的な高率例は全国的にもかな り多数知ら れている．

たとえば浅田ら（1957） の広島県芦田川流 域の45％，35％，　22％，

加藤ら（1957） の琵琶 湖畔 の27　％，小宮

ら（1958） の霞 ヶ 浦 地 方 の51％，　43　％，　38％，財津（1958）

の門司地方の39．7％， さらに 近 年 で は 鈴 木 ら（1963）

の秋田県 八郎潟地方の49 ％な どがあ る，一方前

述 の望月 ら（1966） の報告は地域的でな く職 域的なも の

であ り， その原因 は外食料理 による ものか釣 り料理に よ

るものか興味あ る所であ る．

以上 の諸調査によっ て本県 の横川吸虫 の疫 学相はほy

明ら かで ある．まず第一中間宿主の カワニナ，第二中間

宿主 の淡 水魚，また終宿主 の一つとして の野犬などのそ

れぞ れの寄生 状況 から すれば 本県 は本虫 の蔓延 すべき条

件は充分に存 在す る．しかして無作為な一般抽 出に よる

検便成 績では人 体寄生 率はそ れほど高くな く，ほy1 ％

前後に とy まり，そ の地区別年 令別な どで も見るべ き特

徴はない ．しかしながら 局所 的に はかな り高 率な例もあ

る． ウグイが原 因と思われる地域性 のもの もあ り， アユ
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な どが 原因と思われる職域性 のものもあ るので ，今後 も

そ の予防には充分留 意しなけ れば なら ない ．

有 害異形吸 虫の寄生 状況

今回の調査で80 名 の 有 害異形 吸虫 寄生者が第4 調査

地区，すなわち伊東市 富戸地区払部落からのみ検出され

た．

この地区は伊豆半島の東海岸のほsご中央にあ り，伊東

市の南々東約10　km にある．　1959年11 月の調査当時は

世帯数92 ，人 口414 名のや1 独立した部落で，漁業を主

とし て卜 る．お もな る漁獲は イカ釣 りが12，　1　，　2月，

ボラ絅が2 ～6 月 ，イル カ獲 りが12，　1　，　2月から初夏

の6 月に わたるが，年に よる変動がはげし く，調 査当時

はイ カとイルカが不漁で， ボラが主 とな り，ほ とんどの

家 庭で ボラを 食料 としていた・

このよ うな状況下で1959 年11 月に全 部落 民414 名 の

うち385 名を検査し て そ のうちの80 名に 異形吸虫 卵を

証明し，その寄生率は20．7　％であっ た，第5 表に．はその

第5 表　 伊東市富戸地区払部落における異形吸虫の

寄生 率と年齢との関係（1959 年調 査）

第6 表　伊東市富 戸地区払 部落に おけ る異形吸 虫

寄生率と性別，農耕別との関係

一 一 一 一 一

区

農 耕 者

非 農 耕 者

づ

づ

ー●－－－－－－・－

総

分

｛ 五

｛E

農 耕 者
非農耕者

計
農 耕 者
非農耕者

計

計

検 査

人 数

－－6296158120109229

－
62

120

182

96

109

205

385

陽性
者数

21
19
40
17
23
40

21
17
38
19
23
42

80

寄生率
（ ％）

－

一 一一一 一 一

33．9
19．8
25．3
14．1
21．1
17．4

”33．9
14．1
20．9
19．8
21．1
20．5
－
20．7

” ＝〃 －＝＝㎜ 四 ＝＝＝＝＝J← 皿－＝〃 ㎜㎜

野田地方 の22％， 高千帆村の30 ％ぐらいの ものであっ

たが，近年財津（1959） が同 じく山 口県 裏 門 司 地 方 で39．7％

の異形吸虫類（種名は明らかにしていない）を 住

民 から検出している．そ れに よると裏門司地方 もボラの

豊産する所で ，今回 の払部落 とよく似 てい る．そ の他 の

報告は九州，広 島からそれぞれ極めて低 率な報 告があ る

程度で（伊藤，　1963），今回の よ う な東海地方 からの
・高

寄生例は珍らしい．

以上の結果は直ちに住民の啓蒙，集団駆虫に及ぶべ き

であっ たが，いろいろ の都合で，それ より2 年後の1961

年11 月に再検 査し，　1962年2 月に集団駆虫 と衛生講話

がなされた．また同時に， ボラ　jMgが／ごゆhalus，ヘ ナ

タリ乃 mpanotonus 　micropteraな どの中間宿主 の調 査

もお こなわれた．そ の大要を記す と次の如 くであった ．1961

年 の再検査は前回 の 異形吸虫 保有 者80 名を対象 と

して直接 塗抹法 とAMS Ⅲ 法を併 用してお こなっ たが，

その結果は，78 名中13 名（16．6％）で 異形吸 虫寄生率

は激減していた．おそらくポラの生食がいちじるしく減

少 した ものであろ う．次いで1962 年2 月に13 名を対象

にして集団駆虫を実施した．対象者は午後7 時に夕 食を

禁じて一堂に集め，10g のカマ ラと20g の硫苦を服用

せしめて帰宅せしめた．そ の際各自に ポリエチ レンの大

型 の袋を持 たせ，翌 朝各戸を訪問して排便を集め，虫 体

を検索 した．虫 体は13 名 のうち2 名 から認められ ，匹数

はそ れぞれ3　，　11であった．　虫 体を染色標本に して精

査した結果， 有 害異形吸 虫 拓 治r・枦匆6 拓治g 紳μsvar．夕

weens と同定 した．　同時に当地産 のボラ3 尾を

検索 したが，メタセルカリアは発見されなかっ た．また

第一一中 間宿主であるヘナ タリをさがしたが，附 近の海岸
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年 令
区 分

一一
O～910
～1920
～2930
～3940
～4950
～5960
～6970
～7980
～

一
計

検 査
人 数

64
86
50

53
39
42
29
18

4

385

陽性
者数

7

19

10

12

10

6

10

5

1

80

寄 生

（ ％

10

22

20

22

25

14

34

27

25

一一20

率

9

2

0

6

6

3

5

8

0

－－7

一 一 一 一 一

一 一 一

年 令 との関係を示したが，どの年 令層にも平均に寄生し

ていた，第6 表には性別，農耕別との関係を示したが，

性別にはまっ たく差がなく，農耕者が非農耕者よ りや・
，

寄生串が高いが，異形吸虫の感染源 との直接的な関係で

はない ので大した意味はない．

異形吸虫 の第2 中間宿主 として ボラy1＆ がjc ゆ加 lus，

メナダ 乙2a　tnenada， マハゼ Acant 加即 bins　flavi－manus，

チチブア ridentiiμΓθゐscurus， ウロノヽ ゼ Glos－sogobius　giuris

ゐrunneus，シマイサギ Therapon　oxy 一rhynchus　

の6 種の汽水魚が知られてい るが，上述 のよ

うな払 部落におけ る集団発生 はあ きらかにボラによる も

のと推定された．わ が国に おけ る有害異形吸虫の人体に

おけ る高寄生例としては，恩知（1915） による山口県 小



に は棲 息し てい なかっ た．ボラの陰性 結果は検査魚数 の

少 な卜 ためであろ う． 横川ら（1962） の本県大浜町にお

け るボラの検査 結果は19 匹中11 匹に異形吸虫 とお もね

れるメタセルカ リアを 証明し，1 匹平均9 ．8ヶ の寄生率

であっ た としてお り， また ボラ の生態からみて も各地の

ボラが回游するので，払部落の異形吸虫寄生の原因をボ

ラ の生食による と推論するこ とができる．住民のボラの

料理に関する調査をおこなっ た結果は，アライ，刺身，

酢醤油が63 ％に も迫していた・

1965 年12 月に ，すなわち初回 の調 査の1959 年から6

年後に， ふたX び部 落全 住民 の寄生虫 の精密 検査を実施

した．　そ の結果を 第7 表にしめし たが ，異形 吸虫は3 ．4

第7 表　伊東 市富戸地区払 部落に おけ る6 ヶ年間の

寄生 虫の推 移
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要　 約

1957～1960 年に わ た る調査で吸虫類 として， 横川 吸

虫17 名（0．18％），有 害 異 形吸虫80 名（0 ．83％ ），肝

吸虫2 名（0 ，02％）を検出 した ．

横川吸虫保有者17 名は全県下に また がっ て散発的で

あ り，その寄生率はほy 全国なみであっ た． しかし別途

の調査に よる と地域的に も職域的に もかな り高率な浸 淫

例 もある．また第一中間宿主，第二中間宿主，終宿主 な

どの調査成 績を考えあわせる と，今後 も充分な予防体制

が必要 であ る．

有 害異形 吸虫80 名 は伊 東市 富戸 地区 払部落において

のみ検出され，そ の感染源は ボラの生 食と考 えられた．

しかし6 年 後の再調査 で は 前回の20．7％ から3 ．4％に

激減 してい た．ボラ生食の減少，部落の近代化などに よ

るものであ る．

肝吸 虫の2 名 はいろ廴ヽろな点からみて土着性の もので

はない と考えられ る．
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AN　EPIDEMIOLOGIC　STUDY　OF　HUMAN　HELMINTHS　IN　RURAL

AREAS　OF　SHIZUOKA　PREFECTURE

IV．　THREE　HUMAN　TREMATODES

JiRO　ITO

（双 ygient ？Lab θダatory，　Shizuok。2 び雨 朏 ，ぶ ぴ，　Sfriz。oka，　Jajりαlz）

Hisashi　MOCHIZUKI　＆　Masateru　NOGUCHI

（Shizuo たどx乃 でかc 加政il　Hygit？睨？Reseat　ch £劭θj・α／θり，　Shiziioka，　｝αX・励z）

A　comprehensive　parasitologic　survey　of　human　infections　was　made　in　Shizuoka

prefecture　during　1957－1960．　1n　this　paper　a　detail　about　three　species　of　human　trematodes

which　were　detected　by　the　survey　was　presented。

A　sporadic　distribution　of　Metagonimus　yoko ぶ7＆も’αj　among　the　inhabitants　shows　noremarkable　information　as　far　as　the　survey　was　concerned．　But　according　to　the　othersurveys　conducted

by　us，　cases　of　higher　infection　rate　more　than　10　％　were　detected　in

persons　of　some　communities　or　some　occupations．　Abundant　distributions　of　the　first　and

the　second　intermediate　hosts　of　this　trematode　and　also　the　raw－fish　eating　custom　by　the

people　were　proved　to　bring　such　high　incidence。

In　Harai　Village，　a　sea－side　district　situated　on　Izu　peninsula，　a　remarkable　high

prevalence　of　Hetet・ophy召s　／・eterophyes　nocens　was　found　among　the　inhabitants．　Its　infectionrate　was　20．7％，　and　its　cause　was　assumed　to　eating　the　brackish－water　fish，

　Mugil

・cephalus．　A 　re－eχamination　in　1965，　siχ　years　after　the　initial　eχamination，　showed　a　re－markable　decrease　of　the　prevalence　in　that　village，　indicating　3．4％．　This

decrease　was

brought　by　many　factors　such　as　the　treatment，　the　inhibition　of　eating　the　fish，　the　health

guidance　and　the　others。

Only　two　cases　of　Clonorchis　s加 ensis 　out　of　9，600　inhabitants　will　indicate　that　thereis　a　scarce　sign　of　prevalence　of　the　liver　fluke　in　Shizuoka

prefecture．

（20 ）




